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「
映
画
劇
」
に
お
け
る
挿
絵
の
意
義 

―
同
時
代
の
中
の
挿
絵
（
三
）

― 

杲 

由
美  

一
、
は
じ
め
に 

 「
映
画
劇
」
と
い
う
語
は
一
般
的
に
「
劇
の
映
画
化
」「
演
劇
様
式

の
映
画
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
期
は
映
画
劇
の
転

換
期
に
あ
た
る
。
帰
山
教
正
が
『
活
動
写
真
劇
の
創
作
と
撮
影
法
』

(

１)

で
提
唱
し
た
い
わ
ゆ
る
純
映
画
劇
運
動
の
影
響
を
受
け
、
脚
色
、

演
出
、
撮
影
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
映
画
劇
に
は
大
き
な
改
革
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
大
正
九
年
に
創
設
さ
れ
た
松
竹
キ
ネ
マ
合
名
社

で
は
映
画
の
製
作
・
配
給
に
乗
り
だ
し
、
映
画
の
あ
り
方
は
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
革
新
運
動
の
一
環
と
し
て

提
唱
さ
れ
た
脚
本
（
シ
ナ
リ
オ
）
の
作
成
も
、
当
時
と
し
て
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
帰
山
は
「
常
に
立
派
な
作
品
を
続
々
作
つ

て
行
く
」
た
め
に
も
「
多
く
の
人
か
ら
只
考
案
の
骨
子
と
な
る
べ

き
原
作
を
募
集
す
る
を
最
も
利
益
の
あ
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
時
代
の
趨
勢
に
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
敏
感
に
反
応
す
る

の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
て
、
大
正
期
に
は
新
聞
紙
上
に
お
け
る

映
画
劇
脚
本
公
募
の
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
大
正
九
年
、
協

調
会
（
大
正
八
年
設
立
、
労
使
協
調
を
目
的
と
し
た
民
間
機
関
）

は
「
清
新
に
し
て
健
全
な
る
映
画
劇
を
作
製
す
る
為
に
劇
の
筋
書
、

映
画
物
語
」
を
募
集
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
民
衆
娯
楽
と
し
て
適

当
で
あ
る
上
に
成
る
べ
く
平
和
的
光
明
的
で
、
同
時
に
社
会
奉
仕
、

社
会
協
同
の
観
念
が
自
然
に
現
れ
て
居
る
」
も
の
、
形
式
は
「
映

画
劇
に
な
つ
て
居
れ
ば
一
層
結
構
」
で
あ
る
と
し
て
、「
映
画
劇
筋

書
懸
賞
」
の
広
告
を
新
聞
各
紙
に
掲
載
し
て
い
る(

２)

。
続
い
て
大

正
十
二
年
一
月
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
も
懸
賞
映
画
劇
の
募

集
が
周
知
さ
れ
、
こ
の
時
の
当
選
作
は
大
阪
・
東
京
両
朝
日
新
聞

紙
上
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
も
新
聞
社
主
催
の
同
様
の
映
画

劇
募
集
の
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
急
速
に
拡
大
・
発
展
し

て
ゆ
く
映
画
芸
術
の
受
容
者
と
し
て
の
「
民
衆
」
は
、
そ
の
ま
ま

新
聞
社
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
購
読
者
層
と
重
な
っ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。 

興
味
深
い
の
は
こ
れ
ら
の
当
選
作
が
い
ず
れ
も
新
聞
小
説
の
体

で
連
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
形
を
取
る
以
上
そ

こ
に
は
当
然
挿
絵
と
い
う
媒
体
も
関
連
し
て
く
る
が
、
こ
の
ケ
ー

ス
に
お
い
て
挿
絵
は
通
常
の
新
聞
小
説
と
は
異
な
る
特
異
な
形
で

使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



 本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
新
聞
紙
上
に
お
け
る
映
画
劇
公
募
か
ら
当

選
・
掲
載
に
至
る
経
緯
の
実
態
に
言
及
し
、
そ
こ
に
挿
絵
と
い
う

媒
体
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
を
検
証
し

た
い
。 

 

二
、
映
画
劇
「
大
地
は
微
笑
む
」
の
連
載
を
め
ぐ
っ
て 

 

前
述
し
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
（
以
下
『
大
朝
』
）
紙
上
の
懸
賞

映
画
劇
公
募
は
、
同
紙
の
「
一
万
五
千
号
記
念
文
芸
作
品
募
集
」

事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
セ
リ
フ
を
多
く
し
説
明

書
を
附
す
る
と
、
全
然
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
と
は
著
者
の
自
由
」
と

し
、「
新
ら
し
い
、
ス
ケ
ー
ル
の
雄
大
な
る
も
の
」
が
採
用
の
条
件

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た(

３)

。
こ
の
時
は
長
篇
小
説
と
創
作
劇
も

同
時
に
募
集
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
「
映
画
劇
」
が

文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
の
名
称
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。『
大
朝
』
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
映
画
劇
募
集
に

は
総
数
三
〇
七
編
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
結
果
は
同
紙
八
月

二
十
八
日
付
「
当
選
映
画
劇
発
表
」
に
発
表
さ
れ
た
。
当
選
（
賞

金
五
千
円
）
は
吉
田
百
助(

４)

「
大
地
は
微
笑
む
」
、
推
薦
（
賞
金
一

千
円
）
は
鈴
木
善
太
郎
「
天
と
地
」
で
あ
り
、
直
後
の
九
月
三
日

お
よ
び
四
日
に
は
早
く
も
「
大
地
は
微
笑
む
」
の
連
載
が
始
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
連
載
は
、
九
月
一
日
の
関
東
大
震

災
の
た
め
わ
ず
か
二
回
で
中
断
、
連
載
が
再
開
さ
れ
た
の
は
一
年

以
上
を
経
た
大
正
十
四
年
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯

と
大
正
十
四
年
の
映
画
化
を
め
ぐ
る
騒
動
の
全
容
に
つ
い
て
は
、

田
中
眞
澄
「
文
学
と
映
画

―
映
画
劇
『
大
地
は
微
笑
む
』
顛
末

記
」(

５)

に
言
及
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。 

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
大
正
十
二
年
の
「
大
地
は
微
笑
む
」

連
載
開
始
時
お
よ
び
同
十
四
年
の
再
連
載
開
始
時
に
、
本
文
と
挿

絵
が
ど
の
よ
う
な
形
で
提
示
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 ①
「
大
地
は
微
笑
む
」

―
大
正
十
二
年
『
大
朝
』
初
出 

 

新
聞
紙
に
絵
入
と
し
て
連
載
さ
る
ゝ
新
小
説
は
現
文
壇
の

い
は
ゆ
る
大
家
の
作
中
に
も
、
或
る
意
味
に
於
て
の
沈
滞
と
、

あ
ま
り
に
好
ま
し
く
な
い
倦
怠
が
見
え
て
、
人
心
に
強
い
刺

激
と
感
動
を
与
へ
る
こ
と
が
少
い
。
こ
の
点
を
思
う
て
本
社

は
絶
え
ず
無
名
の
作
家
を
江
湖
に
求
め
生
新
な
る
作
品
の
紹

介
に
努
め
て
ゐ
る
が
、
と
に
か
く
一
転
機
を
画
す
べ
き
時
代

が
来
て
ゐ
る
こ
と
は
確
で
あ
る
。
偶
本
社
は
本
紙
一
万
五
千

号
の
記
念
に
懸
賞
を
以
て
各
種
の
文
芸
作
品
を
募
集
し
た
。

そ
の
一
つ
に
映
画
劇
が
加
へ
ら
れ
多
数
の
優
秀
な
作
品
が
集

ま
り
審
査
の
結
果
『
大
地
が
微
笑
む
』
が
当
選
し
た
こ
と
は

既
記
の
通
り
で
あ
る
（
略
） 

そ
の
構
想
の
雄
大
、
精
緻
、
近
時
稀
に
見
る
好
文
字
で
あ

り
、
且
つ
映
画
劇
で
あ
る
だ
け
に
局
面
の
目
ま
ぐ
る
し
い
、



 

快
い
変
化
は
と
て
も
普
通
小
説
の
比
で
な
い
。
そ
れ
で
本
社

は
紙
上
の
フ
井
ル
ム
と
し
て
目
下
掲
載
中
の
新
小
説
『
背
教

者
』
が
九
月
二
日
に
完
結
を
告
ぐ
る
の
を
待
ち
翌
三
日
の
紙

上
か
ら
こ
れ
を
連
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
新
聞
小
説
欄
に
映

画
劇
の
脚
本
を
登
載
す
る
と
い
ふ
一
つ
の
新
し
い
記
録
が

コ
ゝ
に
生
れ
る
。
そ
し
て
自
由
奔
放
な
挿
画
を
加
へ
て
読
者

を
恍
惚
の
域
に
導
か
う
と
す
る
こ
の
新
し
い
企
て
は
、
読
者

に
と
つ
て
も
た
し
か
に
一
つ
の
驚
異
で
あ
り
歓
び
で
あ
ら
う

と
思
ふ
。
（
「
本
紙
に
依
て
試
み
ら
れ
る
新
聞
小
説
の
一
大
革

命
」 

大
正
十
二
年
八
月
三
十
日
） 

 

右
は
「
大
地
は
微
笑
む
」
連
載
に
先
立
ち
『
大
朝
』
が
掲
げ
た

予
告
文
で
あ
る
。
新
聞
の
連
載
も
の
の
予
告
に
あ
り
が
ち
な
仰
々

し
さ
は
差
し
引
く
と
し
て
も
、『
大
朝
』
が
懸
賞
映
画
劇
を
「
文
芸

作
品
」
と
銘
打
っ
て
募
集
し
た
の
は
、
新
聞
小
説
に
「
一
転
機
を

画
す
べ
き
時
代
が
来
て
ゐ
る
」
と
い
う
自
覚
の
表
れ
で
あ
っ
た
と

捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
新
聞
小
説
の
「
転
機
」
と
し
て
『
大

朝
』
が
提
示
し
た
の
が
、
革
新
的
な
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
映
画

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
文
芸
と
の
協
同
と
い
う
新
し
い
形
の
読
み
物

で
あ
っ
た
。「
紙
上
の
フ
井
ル
ム
」
と
い
う
語
が
そ
の
こ
と
を
如
実

に
示
し
て
い
る
が
、「
紙
上
の
フ
井
ル
ム
」
と
は
ど
の
よ
う
な
形
の

も
の
な
の
か
。 

ま
ず
大
正
十
二
年
九
月
の
『
大
朝
』
紙
面
（
【
図
①
】
九
月
三
日
、

【
図
②
】
九
月
四
日
）
か
ら
見
て
み
た
い
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は

連
載
小
説
枠
の
紙
面
だ
が
、
文
章
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
通
常
の
小
説

と
は
異
な
る
。【
図
③
】
に
抜
粋
し
て
示
し
た
九
月
三
日
の
紙
面
の

よ
う
に
数
行
分
が
破
線
の
枠
で
囲
ま
れ
た
り
、
文
章
間
に
空
行
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
差
し
挟
ま
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
枠
の
中

の
文
字
が
映
画
に
お
け
る
字
幕
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
映
像
と
な

る
べ
き
部
分
で
あ
る
ら
し
い(

６)

。
当
時
の
映
画
は
無
声
で
字
幕
と

映
像
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
読
者
は
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト

に
も
さ
ほ
ど
の
違
和
感
は
持
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
読
み
物
と

し
て
は
確
か
に
目
新
し
い
形
態
で
は
あ
る
。『
大
朝
』
同
八
月
三
十

一
日
付
の
連
載
予
告
に
お
い
て
も
「
本
紙
の
新
小
説
欄
に
新
ら
し

い
装
ひ
を
こ
ら
し
て
現
は
れ
る 

紙
上
の
活
動
写
真
」
と
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
、
文
芸
と
映
画
と
が
結
び
合
っ
た
「
新
ら
し
い
装
ひ
」

の
読
み
物
が
新
聞
紙
上
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
従
来
の
新
聞
小
説
の
伴
走
者
で
あ
っ
た
挿
絵
と
い
う
媒

体
は
、「
映
画
劇
」
と
い
う
読
み
物
の
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
求

め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
挿
絵
を
担
当
し
た
の
は
、
当
時

『
大
朝
』
の
学
芸
部
で
絵
画
部
門
を
担
当
し
て
い
た
古
家
新
で
あ
る
。

古
家
は
大
正
九
年
京
都
高
等
工
芸
学
校
図
案
科
卒
業
後
『
大
朝
』

に
入
社
し
、
昭
和
十
六
年
に
退
社
す
る
ま
で
学
芸
部
な
ど
で
挿
絵

や
ニ
ュ
ー
ス
用
の
ス
ケ
ッ
チ
等
を
手
が
け
た
。
大
正
十
五
年
に
二

科
展
初
入
選
以
後
、
二
科
会
員
を
経
て
昭
和
二
十
年
行
動
美
術
協

会
結
成
に
は
創
立
会
員
と
し
て
参
加
し
た
、
戦
後
関
西
洋
画
壇
の



 
重
鎮
で
あ
る(

７)

。 
古
家
の
挿
絵
は
【
図
①
】
で
は
写
実
的
な
作
風
だ
が
、
【
図
②
】

の
方
は
か
な
り
斬
新
な
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
財
布
の
紛
失

を
巡
る
家
族
の
諍
い
を
部
屋
の
隅
で
猫
が
見
詰
め
て
い
る
と
い
う

場
面
の
「
室
の
隅
つ
こ
に
こ
の
事
件
の
真
の
犯
人
が
大
き
い
眼
玉

を
暗
の
中
か
ら
光
ら
し
て
ゐ
る
。
だ
ん
〳
〵
眼
玉
が
大
き
く
拡
大

さ
れ
て
来
る
。
猫
が
凄
い
眼
を
光
ら
し
て
皮
袋
の
金
入
に
噛
咬
み

つ
い
て
ゐ
る
。

―
そ
の
顔
ば
か
り
が
大
き
く
わ
れ
ら
の
眼
に
う

つ
る
」
と
い
う
本
文
を
挿
絵
化
し
た
も
の
だ
が
、
見
て
の
通
り
こ

れ
は
絵
画
と
写
真
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
、
ま
た
背
景
も
、
息
子

を
泥
棒
扱
い
す
る
父
、
椅
子
を
振
り
か
ざ
し
て
父
に
殴
り
か
か
る

息
子
、
二
人
を
止
め
よ
う
と
哀
訴
す
る
母
、
三
者
の
感
情
の
昂
り

と
混
乱
が
抽
象
的
な
図
形
の
構
成
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
映
画
劇

を
文
字
で
紙
上
に
再
現
す
る
と
い
う
「
新
ら
し
い
装
ひ
」
に
相
応

し
く
、
挿
絵
も
ま
た
通
り
一
遍
の
写
実
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同

時
代
の
芸
術
潮
流
を
取
り
入
れ
た
斬
新
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

【
図
②
】
の
挿
絵
が
明
ら
か
に
未
来
派
や
表
現
主
義
と
い
っ
た
同
時

代
の
前
衛
芸
術
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、【
図
①
】
挿
絵

は
酒
場
で
酒
を
飲
む
労
働
者
の
様
子
が
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

両
者
は
対
照
的
な
作
風
で
一
貫
性
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

の
対
比
は
、
映
画
に
お
け
る
多
様
な
表
現
方
法
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
も
の
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
述
す
る
。 

 ②
「
大
地
は
微
笑
む
」

―
大
正
十
四
年
『
大
朝
』
『
東
朝
』
掲
載 

 『
大
朝
』
紙
上
の
「
大
地
は
微
笑
む
」
連
載
は
わ
ず
か
二
回
で
中

断
し
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
以
下
『
東
朝
』
）
『
大
朝
』
と
も
に
連

載
を
再
開
す
る
の
は
大
正
十
四
年
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
連

載
に
先
立
ち
、『
大
朝
』
で
は
大
正
十
二
年
の
初
出
時
と
同
様
「
深

刻
な
紙
上
の
フ
ヰ
ル
ム
、
自
由
奔
放
な
古
家
新
氏
の
挿
画
と
相
俟

つ
て
必
ず
読
者
を
恍
惚
の
域
に
導
く
で
あ
ら
う
」(

８)

と
予
告
、
一

方
の
『
東
朝
』
も
次
の
様
な
予
告
を
掲
載
す
る
。 

 

朝
日
新
聞
社
が
特
に
大
朝
の
一
万
五
千
号
を
記
念
す
る
た

め
、
五
千
円
の
賞
を
懸
け
て
募
集
し
た
映
画
劇
の
脚
本
三
百

七
篇
の
う
ち
か
ら
、
一
等
に
当
選
し
た
傑
作
で
、
構
想
雄
大
、

新
し
い
時
代
に
お
け
る
父
と
子
の
関
係
家
庭
の
苦
悩
、
異
性

の
愛
着
等
、
深
刻
な
社
会
的
暗
示
を
与
ふ
る
こ
と
は
、
近
来

の
作
品
中
類
を
絶
し
た
も
の
が
あ
る
。（
略
）
各
人
物
が
各
種

各
様
の
生
活
と
、
思
想
と
感
情
は
、
正
に
『
現
代
』
の
一
大

縮
図
を
展
開
す
る
も
の
と
い
つ
て
よ
い
。 

新
し
い
挿
画
の
試
み 

当
選
原
作
は
タ
イ
ト
ル
と
俳
優
の
動
作
を
簡
潔
に
描
写
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
上
に
は
之
を
忠
実
に
辿
つ
た
ス
ト
リ

ー
と
し
て
掲
出
す
る
。
そ
し
て
そ
の
挿
画
に
お
い
て
、
特
に



 

新
し
い
興
味
を
惹
く
べ
き
は
、
現
在
の
各
キ
ネ
マ
会
社
に
お

い
て
人
気
の
中
心
と
な
れ
る
名
優
の
総
出
演
に
擬
し
、
樺
島

画
伯
一
流
の
清
新
精
緻
な
筆
に
よ
つ
て
人
物
の
真
面
目
の
躍

如
た
ら
し
め
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。
想
と
、
文
と
、
画
と
、

三
者
相
俟
つ
て
、
新
春
紙
上
の
一
大
読
物
と
し
て
、
読
者
の

期
待
に
背
か
な
い
こ
と
を
確
信
す
る
次
第
で
あ
る(

９)

。 

 『
大
朝
』
の
挿
絵
担
当
は
大
正
十
二
年
初
出
時
と
同
じ
古
家
新
が

受
け
持
ち
、
一
方
『
東
朝
』
の
挿
絵
は
樺
島
勝
一
が
描
い
た
。
樺

島
は
大
正
十
一
年
の
末
に
朝
日
新
聞
グ
ラ
フ
局
編
集
部
に
入
社
し
、

翌
年
創
刊
さ
れ
た
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
挿
絵
や
漫
画
を
担
当
し

た
。
人
気
を
博
し
た
四
コ
マ
漫
画
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
作
者

で
も
あ
る(

１
０)

。
東
西
朝
日
社
員
の
競
作
と
い
う
形
に
な
っ
た
「
大

地
は
微
笑
む
」
は
、
「
自
由
奔
放
な
古
家
新
氏
の
挿
画
」
と
「
人
気

俳
優
総
出
演
に
擬
し
て
、
樺
島
画
伯
苦
心
の
彩
筆
」(

１
１)

に
よ
る

写
実
的
な
挿
絵
と
い
う
、
両
者
は
全
く
対
照
的
な
作
風
の
も
の
で

あ
っ
た
。 

大
正
十
四
年
一
月
一
日
、
東
西
『
朝
日
』
両
紙
上
で
「
大
地
は

微
笑
む
」
の
連
載
が
同
時
に
始
ま
る
（
【
図
④
】
は
『
東
朝
』
、
【
図

⑤
】
は
『
大
朝
』
の
紙
面
）
が
、
本
編
に
先
立
ち
初
回
で
は
主
た

る
登
場
人
物
三
人
（
法
学
博
士
村
田
清
吉
、
そ
の
息
子
村
田
慶
一
、

女
優
川
瀬
満
智
子
）
が
、【
図
④
】
に
お
い
て
は
映
画
を
意
識
し
て

「
人
気
俳
優
総
出
演
に
擬
し
」
た
形
で
、
【
図
⑤
】
に
お
い
て
は
象

徴
的
表
現
で
示
さ
れ
る
（
三
人
の
男
女
の
背
景
は
「
大
地
」
を
表

わ
し
た
も
の
か
）
。 

東
西
挿
絵
の
対
照
性
は
こ
の
後
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
全
て
を

比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
第

１２
回
（
一
月
十
二
日

付
『
東
朝
』『
大
朝
』
）
、
公
園
で
慶
一
の
友
人
大
津
進
が
満
智
子
と

待
ち
合
わ
せ
を
す
る
場
面
で
は
、「
茂
の
中
の
進
は
急
に
起
ち
上
つ

て
眼
を
か
ゞ
や
か
し
た
。
そ
れ
は
熱
い
輝
き
で
あ
つ
た
。
下
の
方

の
公
園
の
入
口
に
満
智
子
の
姿
が
小
さ
く
見
え
た
。
彼
女
は
洋
傘

を
仰
向
け
て
丘
の
方
を
あ
ふ
い
だ
。
進
は
思
は
ず
元
気
よ
く
片
手

を
高
く
挙
げ
た
。
満
智
子
が
よ
く
す
る
や
う
に

―
」
と
い
う
本

文
箇
所
に
つ
い
て
、
実
写
の
一
場
面
を
再
現
し
た
か
の
よ
う
な
樺

島
挿
絵
（
【
図
⑥
】
）
と
未
来
派
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
モ
ダ
ン
な

古
家
挿
絵
（
【
図
⑦
】
）
は
、
同
じ
シ
ー
ン
を
描
い
て
い
な
が
ら
全

く
別
の
画
面
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。【
図
⑦
】
で
は
、
満
智
子

の
存
在
は
左
隅
の
パ
ラ
ソ
ル
と
そ
こ
に
付
さ
れ
た
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

で
示
さ
れ
、
進
の
周
囲
の
木
立
は
彼
の
浮
き
立
っ
た
感
情
を
象
徴

す
る
如
く
生
き
物
の
よ
う
に
躍
動
感
を
強
調
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
東
西
で
異
な
る
画
家
が
挿
絵
を
描
く
ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
る

が
、
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と
対
照
的
な
作
風
を
並
べ
る
の
は
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
当
初
か
ら
意
図
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
狙
い
は
ど
う
い
う
点
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。 

樺
島
挿
絵
が
「
現
在
の
各
キ
ネ
マ
会
社
に
お
い
て
人
気
の
中
心



 
と
な
れ
る
名
優
の
総
出
演
に
擬
し
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
当

然
本
作
が
こ
の
後
に
映
画
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
本
作
は
（
特
に
『
大
朝
』
に
お
い
て
）

読
者
の
投
書
な
ど
も
紙
面
に
紹
介
さ
れ
映
画
化
の
気
運
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
結
果
的
に
三
社
競
作
の
形
で
大
正
十
四
年
四
月
に

映
画
の
封
切
を
迎
え
た
。
新
聞
小
説
の
映
画
化
に
お
い
て
は
、
そ

の
小
説
読
者
の
動
員
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
一
般
大
衆

に
受
け
入
れ
ら
れ
興
行
成
績
を
残
す
よ
う
な
制
作
方
針
を
取
る
の

が
普
通
で
あ
る
。「
大
地
は
微
笑
む
」
封
切
を
報
じ
る
四
月
十
二
日

付
『
東
朝
』
記
事
に
よ
れ
ば
、
十
日
に
封
切
し
た
日
活
直
営
の
浅

草
三
友
館
は
「
燃
ゆ
る
や
う
な
朝
日
新
聞
社
旗
と
ほ
う
づ
き
提
灯

で
入
口
か
ら
階
上
ま
で
十
分
化
粧
さ
れ
」
、
「
待
ち
構
た
フ
ア
ン
は

開
館
前
か
ら
場
の
入
口
に
十
重
廿
重
、
開
館
た
ち
ま
ち
身
動
き
も

な
ら
ぬ
大
人
気
、
遂
に
「
各
等
満
員
」
の
札
を
出
す
騒
ぎ
」
と
い

う
、
か
つ
て
の
新
聞
連
載
小
説
と
新
派
劇
と
の
関
係
性
を
彷
彿
さ

せ
る
よ
う
な
活
況
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

新
聞
や
映
画
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
れ
を
受
容
す
る
購
読

者
・
観
客
（
＝
大
衆
）
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
展
開
し
て
ゆ
く
が
、

一
方
で
こ
う
し
た
潮
流
と
は
別
に
、〈
芝
居
の
活
動
写
真
化
〉
と
い

う
安
直
な
大
衆
向
け
の
映
画
制
作
の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
、
即

ち
冒
頭
で
触
れ
た
純
映
画
劇
運
動
が
同
時
期
に
興
っ
て
い
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。 

帰
山
教
正
は
『
活
動
写
真
劇
の
創
作
と
撮
影
法
』（
前
掲
書
）
に

お
い
て
活
動
写
真
劇
を
「
根
本
的
劇
の
組
立
の
上
か
ら
」
写
実
主

義
・
象
徴
主
義
・
表
現
主
義
の
三
つ
に
分
類
し
、
映
画
劇
の
将
来

に
つ
い
て
「
写
実
を
以
て
し
た
映
画
と
将
来
映
画
が
純
化
せ
ら
れ

て
象
徴
化
さ
れ
た
映
画
劇
も
出
現
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
大

地
は
微
笑
む
」
公
開
の
一
年
後
、
大
正
十
五
年
七
月
に
は
日
本
の

前
衛
映
画
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
表
現
主
義
の
映
画
「
狂
っ
た
一
頁
」

が
新
感
覚
派
映
画
聯
盟
に
よ
っ
て
制
作
・
公
開
さ
れ
た
。
本
作
は

「
い
ろ
ん
な
新
傾
向
の
映
画
の
手
法
を
総
合
し
て
新
し
く
新
し
く

と
あ
せ
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
か
な
り
苦
心
の
跡
も
う
か
ゞ
は
れ
る
」

と
さ
れ
つ
つ
「
興
行
価
値
万
能
、
大
量
製
作
一
点
張
り
の
映
画
界

に
か
う
し
た
、
時
間
と
議
論
と

―
金
は
別
問
題

―
を
惜
し
ま
な

い
作
品
が
現
は
た

（
マ
マ
）

の
は
と
も
角
も
う
れ
し
い
」(

１
２)

と
評
価
は
悪

く
な
か
っ
た
も
の
の
、「
映
画
的
な
手
法
は
思
い
切
っ
て
使
え
た
が
、

興
行
的
に
は
サ
ッ
パ
リ
」(

１
３)

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
前
衛
性

ゆ
え
、
従
来
の
娯
楽
映
画
に
目
慣
れ
た
大
衆
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

帰
山
の
い
う
「
写
実
を
以
て
し
た
映
画
」
が
大
衆
に
理
解
さ
れ

や
す
く
「
興
行
価
値
万
能
、
大
量
製
作
一
点
張
り
」
の
映
画
で
あ

る
と
す
れ
ば
、「
象
徴
化
さ
れ
た
映
画
劇
」
と
は
「
新
傾
向
の
映
画

の
手
法
を
総
合
」
し
た
「
狂
っ
た
一
頁
」
の
如
き
表
現
主
義
の
映

画
で
あ
る
。
『
東
朝
』
の
写
実
的
な
樺
島
挿
絵
と
『
大
朝
』
の
革
新

的
な
古
家
挿
絵
と
の
対
比
は
、
ま
さ
に
二
分
さ
れ
る
映
画
の
同
時

代
潮
流
に
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 



 す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
大
地
は
微
笑
む
」
は
「
紙
上
の
フ
井

ル
ム
」「
紙
上
の
活
動
写
真
」
と
喧
伝
さ
れ
紙
上
に
登
場
し
た
。
そ

れ
は
言
語
表
現
と
映
像
表
現
の
相
関
性
・
互
換
性
の
あ
り
方
を
探

る
尖
鋭
的
な
試
み
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
映
像
と
い
う
視
覚
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り
文
字
だ
け
で
は
十
分
に
想
起
し
に
く
い
面
も

あ
る
。
こ
の
点
を
補
う
の
が
挿
絵
の
役
割
で
あ
り
、
い
わ
ば
こ
の

紙
上
の
「
映
画
劇
」
に
お
い
て
挿
絵
は
と
り
も
な
お
さ
ず
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。 

終
始
写
実
に
徹
し
た
樺
島
挿
絵
は
保
守
的
で
は
あ
る
が
安
定
感

が
あ
り
、【
図
⑥
】
の
よ
う
に
光
線
に
よ
る
明
暗
や
濃
淡
を
活
か
し

た
繊
細
な
描
写
は
、
映
画
の
一
コ
マ
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
き

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
の
古
家
挿
絵
に
は
極
端
な
デ
フ
ォ
ル

メ
や
抽
象
化
は
多
く
は
な
い
が
、
同
時
代
の
前
衛
芸
術
を
意
識
し

た
斬
新
な
表
現
が
随
時
登
場
す
る
。
『
東
朝
』
と
『
大
朝
』
双
方
を

購
読
す
る
読
者
は
極
め
て
少
数
で
あ
ろ
う
が
、
紙
上
の
活
動
写
真

と
銘
打
っ
た
読
み
物
に
付
さ
れ
た
『
東
朝
』
『
大
朝
』
の
挿
絵
は
、

文
字
通
り
同
時
代
の
映
画
傾
向
を
二
分
す
る
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
に

体
現
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

三
、
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
一
側
面
と
し
て 

 『
東
朝
』
『
大
朝
』
の
対
照
的
な
挿
絵
の
持
つ
意
義
と
い
う
観
点

か
ら
「
大
地
は
微
笑
む
」
一
作
品
に
限
っ
て
い
え
ば
、
映
画
と
い

う
媒
体
の
表
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
東
京
よ
り
も
大
阪
の
方
が

進
取
の
気
風
に
富
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
一
例
の
み
で
早

計
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
関
東
大
震
災
の
壊
滅
的

打
撃
に
よ
っ
て
東
京
都
市
文
化
圏
の
映
画
産
業
が
停
滞
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
大
正
十
二
年
十
二
月
に
は
『
大
毎
』
が
活
動
写
真
研
究

会
を
、
大
正
十
三
年
に
は
『
大
朝
』
が
全
関
西
映
画
協
会
を
結
成

し
て
、
映
画
芸
術
の
向
上
を
企
図
す
る
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い

る
。
所
謂
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
し
て
現
れ
る
文
化
的
先
進
性
は

映
画
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
受
容
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、

大
衆
を
受
け
皿
と
す
る
新
聞
社
が
そ
の
動
向
に
敏
感
で
な
か
っ
た

筈
は
な
い
。 

と
こ
ろ
で
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
映
画
の
流
通
に
関
連
し
て
、

新
聞
な
ど
の
映
画
広
告
に
使
わ
れ
て
い
る
特
殊
な
字
体

―
通
称

「
キ
ネ
マ
文
字
」(

１
４)

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
キ
ネ
マ
文
字
は
明
朝

体
を
基
本
と
す
る
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
①
細
い
横
棒
と
太
い

縦
棒
の
際
立
っ
た
対
比
で
構
成
さ
れ
る
②
斜
め
下
に
は
ら
う
部
分

が
Ｓ
字
や
楔
型
を
と
る
③
点
な
ど
は
自
由
に
図
案
化
さ
れ
る
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

キ
ネ
マ
文
字
は
大
正
十
二
年
頃
に
大
阪
の
図
案
界
で
誕
生
し
、

東
京
で
は
関
東
大
震
災
後
の
映
画
広
告
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

キ
ネ
マ
文
字
と
い
う
呼
称
は
、
当
時
大
阪
で
商
業
図
案
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
た
と
思
し
い
清
水
音
羽
な
る
人
物
が
、
著
書
『
包
紙

図
案
と
意
匠
文
字
』
（
昭
和
二
年
九
月
二
十
日 

江
月
書
院
出
版



 
部
）
で
使
用
し
た
の
が
最
初
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
清
水

一
人
の
手
で
創
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
当
時
大
阪
に
は
商
業
図
案
の
事
務
所
を
構
え
て
い
た
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
人
物
ら
と
共
同
で
考
案
さ
れ

洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
清
水
が
キ
ネ
マ
文

字
草
創
期
の
大
阪
で
中
心
的
な
位
置
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確

実
だ
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
清
水
の
著
書
に
示
さ
れ
た
文
字
見
本
の
中
に
、「
大
地
は
微

笑
む
」
の
文
字
が
確
認
さ
れ
る
（
【
図
⑧
】
）
。
「
人
生
問
題
の
大
映

画
愈
々
封
切
／
大
松
竹
が
此
の
犠
牲
的
大
興
行
／
人
獣
の
国 

大

地
は
微
笑
む
」
と
い
う
文
言
の
「
キ
ネ
マ
横
文
字
」
で
あ
る
。
映

画
「
大
地
は
微
笑
む
」
が
封
切
と
な
っ
た
当
時
の
『
大
朝
』
広
告

に
は
同
様
の
字
体
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、「
人
獣
の
国
」
は
「
大

地
は
微
笑
む
」
と
同
時
期
に
封
切
公
開
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
映

画
で
あ
り
、
こ
の
文
字
見
本
が
新
聞
以
外
の
広
告
媒
体
で
実
際
に

使
わ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。 

清
水
は
同
書
の
「
序
」
に
お
い
て
、
現
在
の
商
戦
界
に
お
い
て

顧
客
に
好
印
象
を
与
え
商
品
を
美
化
し
評
判
を
高
め
る
も
の
は
広

告
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
要
は
「
図
案
の
考
案
に
あ
り
又
其
補
助
役

た
る
意
匠
文
字
配
列
如
何
に
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
映
画
を
一

個
の
商
品
と
見
れ
ば
、
そ
の
広
告
に
使
わ
れ
る
キ
ネ
マ
文
字
は
、

映
画
の
印
象
を
左
右
す
る
重
要
な
意
匠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
キ

ネ
マ
文
字
が
映
画
の
内
容
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
に
し
て

も
、
映
画
と
い
う
媒
体
に
関
す
る
新
し
い
試
み
が
東
京
に
先
駆
け

て
大
阪
で
次
々
に
誕
生
し
て
い
っ
た
事
実
は
大
変
興
味
深
い
。 

清
水
の
詳
細
な
経
歴
は
不
明
で
あ
り
、
古
家
新
と
の
交
流
を
裏

付
け
る
証
左
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
清
水
が
「
大
地
は
微
笑

む
」
の
映
画
広
告
文
を
キ
ネ
マ
文
字
で
製
作
し
て
い
る
こ
と
、
古

家
が
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
図
案
科
卒
業
生
で
あ
り
、『
大
朝
』
時

代
に
『
週
刊
朝
日
』
の
表
紙
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
こ
と(

１
５)

な
ど
、
図
案
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、

同
時
期
の
大
阪
に
い
た
両
者
の
間
に
接
点
が
な
か
っ
た
と
考
え
る

方
が
寧
ろ
不
自
然
で
あ
る
。
文
字
意
匠
は
広
い
意
味
で
の
印
刷
芸

術
・
複
製
芸
術
で
あ
り
、
そ
の
点
で
挿
絵
と
も
ど
こ
か
通
じ
合
う

も
の
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
阪
の
図
案
家
た
ち
は
表
舞
台

に
そ
の
名
前
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
基
盤
を
支
え
る
職
人
的
な
存
在
で
あ
り
、
古
家
も
ま
た
そ
う
し

た
人
脈
の
中
に
あ
っ
て
、
同
時
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の
空
気
を

肌
で
感
じ
つ
つ
挿
絵
を
制
作
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

四
、
「
映
画
劇
」
の
そ
の
後 

 
文
字
文
化
と
し
て
の
文
芸
と
映
像
文
化
と
し
て
の
映
画
の
交
接

点
と
い
う
べ
き
新
し
い
読
み
物
「
映
画
劇
」
の
誕
生
に
際
し
、
そ

れ
を
読
者
に
提
供
す
る
形
と
し
て
新
聞
小
説
の
ス
タ
イ
ル
が
選
ば

れ
、
挿
絵
は
そ
れ
を
視
覚
面
で
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
紙
上
の



 
シ
ネ
マ
」
と
い
う
惹
句
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
誕
生
し
た
。
し
か

し
「
大
地
は
微
笑
む
」
以
後
こ
の
映
画
劇

―
そ
の
後
は
「
映
画

小
説
」
と
い
う
呼
称
に
変
わ
っ
て
ゆ
く

―
は
さ
ほ
ど
話
題
と
な

る
こ
と
も
な
く
、
従
来
ど
お
り
の
新
聞
小
説
に
埋
も
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
映
画
小
説
と
し
て
管
見
に
入
っ

た
も
の
は
、「
大
地
は
微
笑
む
」
に
続
く
吉
田
百
助
「
妖
星
地
に
堕

つ
れ
ば
」
（
『
読
売
新
聞
』
大
正
十
四
年
五
月
十
六
日
～
同
十
月
十

八
日
、
挿
絵
・
浅
野
薫
）
、
鈴
木
善
太
郎
「
人
間
」
（
『
東
朝
』
『
大

朝
』
大
正
十
四
年
十
一
月
五
日
～
同
十
二
月
三
十
一
日
、
挿
絵
は

映
画
の
ス
チ
ー
ル
を
加
工
し
た
も
の
）
、
伊
藤
好
一
「
霊
の
審
判
」

（
『
東
朝
』
昭
和
二
年
十
二
月
十
三
日
～
昭
和
三
年
三
月
二
十
三
日
、

『
大
朝
』
昭
和
二
年
十
二
月
十
三
日
～
昭
和
三
年
三
月
二
十
四
日
、

挿
絵
・
田
中
良
）
の
三
作
品
で
あ
る
。 

「
妖
星
地
に
堕
つ
れ
ば
」
は
や
は
り
そ
の
予
告
に
「
映
画
小
説
」

と
銘
打
た
れ
て
い
る
が
、
作
者
吉
田
は
「
従
来
の
映
画
小
説
と
は
、

少
し
異
つ
た
形
式
を
採
つ
て
見
た
い
（
略
）
在
来
の
様
に
『
挿
絵

小
説
』
式
ま
た
は
『
字
幕
』
を
特
に
掲
げ
出
し
た
描
き
方
な
ど
を

採
ら
ず
に
、
た
ゞ
の
読
物
風
に
し
て
、
そ
れ
に
少
し
手
を
入
れ
さ

へ
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
映
画
化
せ
る
と
い
ふ
新
形
式
を
試
み
た
」
と

述
べ
て
い
る
（
『
読
売
新
聞
』
大
正
十
四
年
五
月
十
四
日
）
。
こ
の

抱
負
の
と
お
り
、
連
載
第
一
回
は
確
か
に
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
も
文

体
も
小
説
と
同
じ
よ
う
な
体
裁
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
最
終
回
に

至
る
と
「
大
地
は
微
笑
む
」
同
様
に
、
台
詞
を
枠
で
囲
む
よ
う
な

形
が
目
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

「
人
間
」
は
『
大
朝
』
の
映
画
劇
懸
賞
募
集
で
「
大
地
は
微
笑
む
」

の
次
点
と
さ
れ
た
「
天
と
地
」
を
改
題
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
、

連
載
開
始
時
に
は
早
く
も
「
日
活
会
社
の
希
望
を
い
れ
こ
の
脚
本

を
貸
与
し
ま
し
た
と
こ
ろ
既
に
こ
の
清
新
な
る
作
品
の
映
画
化
を

終
へ
」
て
お
り
、「
挿
画
の
代
り
に
映
画
の
ス
チ
ー
ル
を
挿
入
し
て

読
者
の
興
を
添
へ
る
こ
と
と
し
」
た
も
の
で
、「
新
聞
小
説
に
映
画

の
ス
チ
ー
ル
を
用
ひ
る
こ
と
は
こ
れ
が
最
初
」
で
あ
る
こ
と
を
謳

っ
て
い
る(

１
６)

。 

「
霊
の
審
判
」
は
こ
れ
も
『
大
朝
』
が
懸
賞
金
五
千
円
を
賭
け
て

一
般
公
募
し
た
映
画
小
説(

１
７)

で
、「
映
画
と
し
て
の
長
さ
」
を
十

巻
と
指
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
選
作
は
当
然
映
画
化
が
前
提

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
挿
絵
担
当
は
東
西
朝
日
と
も
に

田
中
良
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
挿
絵
が
ス
チ
ー
ル
写
真
に
差
し

替
わ
っ
た
り
、
ス
チ
ー
ル
写
真
を
元
に
田
中
が
絵
画
化
し
た
と
思

し
い
も
の
が
登
場
し
た
り
す
る
。
連
載
当
初
の
「
田
中
良
画
」
と

い
う
記
載
も
途
中
で
「
田
中
良
構
図
」
と
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
の

挿
絵
制
作
の
方
針
が
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
本
作
は
連
載
の
経
緯

に
つ
い
て
込
み
入
っ
た
事
情
も
あ
り
、
こ
れ
ら
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
「
映
画
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。 

 
 映

画
は
こ
の
後
ま
も
な
く
ト
ー
キ
ー
の
時
代
を
迎
え
、
字
幕
が

ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
消
え
る
と
共
に
、
そ
の
形
態
を
利
用
し
た
「
映



 
画
小
説
」
と
い
う
媒
体
も
姿
を
消
す
。
「
映
画
小
説
」
と
は
、
映
画

と
い
う
新
興
メ
デ
ィ
ア
が
広
く
大
衆
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
表
現
方

法
に
つ
い
て
の
革
新
が
求
め
ら
れ
た
時
代
に
咲
い
た
一
時
の
徒
花

的
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
新
聞
以
外
の

雑
誌
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
映
画
小
説
」
の
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
読
み

物
が
戦
前
に
限
っ
て
も
数
十
作
品
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品

の
詳
細
は
現
在
調
査
中
だ
が
、
中
に
は
岡
本
一
平
『
映
画
小
説 

女

百
面
相
』
（
大
正
十
一
年
三
月
三
日 

磯
部
甲
陽
堂 

【
図
⑨
】
）

の
よ
う
に
、
漫
画
と
い
う
同
時
代
の
更
に
新
し
い
表
現
形
態
が
映

画
と
合
体
し
た
例
も
あ
り
興
味
深
い
。 

新
潮
社
の
『
現
代
長
篇
小
説
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
際
の
「
現

代
日
本
を
其
の
ま
ゝ
全
五
十
余
篇
の
フ
イ
ル
ム
に
収
め
て
一
時
に

上
映
す
る
一
大
常
設
館
が
出
来
た
（
略
）
そ
れ
は
新
潮
社
の
現
代

長
篇
小
説
全
集
で
あ
る
（
略
）
此
の
全
集
こ
そ
我
々
自
身
の
魂
の

写
実
だ
、
圧
縮
さ
れ
た
キ
ネ
マ
だ
」(

１
８)

と
い
う
広
告
文
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
小
説
と
映
画
の
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
は
少

く
と
も
読
者
を
煽
る
た
め
に
は
依
然
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。 

言
語
表
現
と
し
て
の
文
芸
と
映
像
表
現
と
し
て
の
映
画
の
関
係

性
、
ま
た
挿
絵
と
い
う
媒
体
が
そ
の
結
節
点
で
如
何
な
る
働
き
を

な
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
。
今

後
の
調
査
に
委
ね
た
い
。 
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注 （

１
）
大
正
六
年
七
月
二
十
五
日 

正
光
社 

（
２
）「
映
画
劇
筋
書
懸
賞
募
集 

協
調
会
」（
大
正
九
年
十
一
月
十
三
日
付

『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
な
ど
） 

（
３
）「
大
阪
朝
日
新
聞
一
万
五
千
号
記
念 

文
芸
作
品
募
集
」（
『
東
京
朝

日
新
聞
』
大
正
十
二
年
一
月
二
十
三
日
） 

（
４
）
当
選
者
の
吉
田
百
助
は
、
吉
田
の
友
人
「
城
島
嘉
輝
」
な
る
人
物

に
よ
っ
て
次
の
様
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
吉
田
君
は
明
治
大
学
法
科

三
年
生
で
今
年
廿
六
歳
で
す
、
映
画
に
就
い
て
は
非
常
に
熱
心
で
曾

つ
て
内
務
省
の
宣
伝
映
画
に
出
た
事
も
あ
り
、
今
度
大
阪
朝
日
の
募

集
が
発
表
さ
れ
る
と
、
直
に
応
募
の
決
心
を
固
め
て
、
先
づ
構
想
に

数
日
を
費
し
ま
し
た
、
ス
ケ
ー
ル
が
ど
ん
な
に
大
き
く
つ
て
も
い
ゝ

と
言
ふ
事
に
も
、
可
な
り
力
を
得
た
様
で
、
構
想
だ
け
が
纏
ま
る
と

毎
日
日
比
谷
や
上
野
の
図
書
館
へ
通
つ
て
映
画
劇
に
関
す
る
本
を
漁

つ
て
ゐ
た
様
で
し
た
」
（
「
映
画
劇
当
選
者
談 

大
掛
り
な
内
容 

作

者
は
明
大
法
科
二
年
で
廿
六
歳
の
青
年
吉
田
百
助
氏
」『
東
京
朝
日
新

聞
』
大
正
十
二
年
九
月
一
日
） 

（
５
）『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
十
六
巻
六
号 

平
成
十
三
年

五
月 

（
６
）
前
掲
注
（
５
）
田
中
氏
論
文
に
よ
る
。 

（
７
）『
朝
日
新
聞
』
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日
付
訃
報
欄
お
よ
び
『
古

家
新 

画
集
』（
昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
一
日 

古
家
新
画
集
刊
行
委

員
会
）
に
よ
る
。 

（
８
）
「
新
春
の
大
阪
朝
日
新
聞 

二
大
読
物
と
二
大
附
録
」
（
『
大
阪
朝
日

新
聞
』
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
） 

（
９
）「
懸
賞
当
選
映
画
劇 

大
地
は
微
笑
む 

予
告
」（
『
東
京
朝
日
新
聞
』

大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
）
。
な
お
、
田
中
氏
前
掲
論
文
は
、
大

正
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
掲
載
さ
れ
た
「
大
地
は
微
笑
む
」
に
は
「
吉

田
百
助
原
作
」
と
の
記
載
が
あ
る
（
大
正
十
二
年
九
月
の
時
は
「
吉

田
百
助
作
」
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
は
吉
田
百
助
が
応
募
し
当
選
し

た
作
品
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
『
大
朝
』
が
手
を
加
え
た
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
を
提
示
し
て
お
り
、
筆
者
も
そ
の
可
能
性
が
高
い

と
考
え
て
い
る
。
東
西
朝
日
の
本
文
に
も
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
気
に
な
る
点
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
テ
ク
ス
ト
の
真
の
執
筆

者
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。 

（
１
０
）
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は
震
災
後
引
き
続
き
『
東
朝
』
『
大
朝
』

に
連
載
さ
れ
る
。
文
は
織
田
信
恒
（
小
星
）
が
、
絵
を
樺
島
勝
一
（
東

風
人
）
が
担
当
し
た
。
（
大
橋
博
之
『
心
の
流
浪 

挿
絵
画
家
・
樺
島

勝
一
』
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日 

弦
書
房
） 

（
１
１
）
「
愈
元
旦
紙
上
か
ら 

懸
賞
当
選
映
画
劇
連
載 

大
地
は
微
笑
む
」

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
） 

（
１
２
）「
生
き
る
た
め
に
生
れ
た 

新
感
覚
派
の
映
画 

我
が
映
画
革
命
に

努
め
る
井
上
衣
笠
等
と
文
壇
の
人
々
」
（
大
正
十
五
年
六
月
六
日
付

『
東
京
朝
日
新
聞
』
） 

（
１
３
）
「
実
録
日
本
映
画
史
⑯
十
字
路
（
そ
の
１
）
」
（
『
朝
日
新
聞
』
昭

和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
付
） 



 
（
１
４
）
キ
ネ
マ
文
字
の
登
場
か
ら
発
展
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
島
久

雄
『
関
西
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
前
史
』（
平
成
十
五
年
一
月
十
五
日 

中

央
公
論
美
術
出
版
）
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
本
稿
の
キ
ネ
マ
文
字

に
関
す
る
叙
述
も
本
書
の
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

（
１
５
）
「
東
京
文
化
財
研
究
所
物
故
者
記
事
」 

（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
t
o
b
u
n
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/
m
a
t
e
r
i
a
l
s
/
b
u
k
k
o
/
9
6
7
7
.
h
t
m

l

）
に
よ
る
。 

（
１
６
）「
次
の
連
載
長
篇
小
説 
映
画
小
説
『
人
間
』
」（
『
大
朝
』
大
正
十

四
年
十
一
月
三
日
） 

（
１
７
）
「
懸
賞
募
集 

長
篇
映
画
小
説
」
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
五

年
二
月
七
日
）
な
ど
に
公
募
広
告
が
あ
る
。 

（
１
８
）『
報
知
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
十
三
日
朝
刊
三
面
全
面
広
告
「
見

よ
！
小
説
と
映
画
の
二
重
奏
」 

 【
付
記
】
本
研
究
は

J
S
P
S

科
研
費

2
0
K
0
0
2
8
8

お
よ
び

2
0
K
0
0
3
4
6

の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
ひ
の
で
ゆ
み
／
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校 

准
教
授
）  


